
　本書は，第 21 回日本歯科医

学会総会を記念して出版され

た．現在の歯科医学は高度に専

門化しつつある一方，これらの

多くの情報が氾濫し，患者が混

乱しているのも事実である．こ

のような現状を考慮し，日本大

学歯学部の先生方が中心となり

「乳・小児期」「青年期」「中・高

年期」「高齢期」のライフステー

ジ別に，基本的な歯科医学だけ

でなく歯科医学と全身の健康と

のかかわりまで，一般市民にわ

かりやすく解説されているのが

本書の特徴である．すべての項

目が患者の興味を引くタイトル

に沿って見開き 2 ページにコ

ンパクトにまとめられているた

め，まさに歯科医院や病院など

の医療機関の待合室にお勧め

の 1 冊といえる．

【乳・小児期】
　本項では，無歯期から乳歯咬

合の完成期までの口腔の発育や

それらが体全体の発育に与える

影響について解説されている．

また，発育に合わせたプラーク

コントロールや食生活のポイン

トを中心に，子育てをしていく

うえで不安や疑問に思うこと

が，親の視線の立場から理解し

やすいようにまとめられてい

る．これらを理解することによ

り，子どもの良好な口腔内環境

を維持するためには，家庭と歯

科医院との連携の重要性が認識

できる．

【青年期】
　本項では，白く健康な歯は，

ただ単に審美を追及するもので

はなく，同時にその人の QOL 

を高めることができるという視

点から，ホワイトニングや矯正

治療，また齲　7 や歯周病治療に

ついて解説されている．これら

は白い歯に憧れをもっていなが

ら治療を諦めている人々にも，

歯科医療に興味や希望をもたせ

る内容となっている．

【中・高年期】
　本項では，この年代に最も問

題となる歯の欠損部に対する治

療法として，義歯やインプラン

トを中心に説明されている．ま

た口腔粘膜疾患や金属アレル

ギー，睡眠時無呼吸症候群につ

いても，その病態や対処法につ

いて解説されている．特に口腔

粘膜疾患や金属アレルギー，睡

眠時無呼吸症候群と歯科医療と

のかかわりについては，興味を

もつ人々も多いと思われる．

【高齢期】
　本項では，高齢化社会を迎え

る日本において高齢者が元気に

活躍するためのポイントを「歯

を残存させ，咀嚼機能を維持す

る意義」という視点で解説して

いる．また摂食嚥下や口腔乾燥

症など，近年問題にされている

話題にも触れている．これらに

より高齢者の良好な口腔内の維

持には，歯科医療との連携の重

要性が再認識できる．

【当院での有効活用】
　本書は，第 21 回日本歯科医

学会総会のメインテーマ「めざ

せ！健・口・美―未来に向けた

歯科医療―」に沿って一般市民

や患者向けにまとめられたもの

であるが，当院では本書の内容

を中心に受付スタッフ，歯科衛

生士とともに院内のスタッフの

歯科医療に関する知識の確認と

向上に役立てている．本書に記

載されている各項のテーマは患

者からの質問でも多く認められ

るため，それぞれのテーマごと

にスタッフ間で意見を述べるこ

とでより深い専門知識が深ま

り，医院のコンセプトとして統

一化を図ることができる．また，

それぞれのテーマがコンパクト

にまとめられているので少ない

ミーティングの時間でも少しず

つ勉強を進めることが可能で，

最終的にはライフステージを通

した連続的な知識の蓄積につな

がる．このような理由から，本

書は当院では院内勉強会のテキ

ストとして重宝している．
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